





























































































































q・ と 〆 、
るのは、その著作目的の異同を窺わせる。著作目的として 石原版が「此婦徳永久に傍らん事をねがふも から」(十九節相当部)と記す一方、竹山版' 」 斗 」 晶 、
いでわづかにも、その困窮を救はんとおもへど、愚が家のいとなみさへったなくて、心に任せねば、去し此、西岡の孝子をたすけし、前脱に隠ひ、まづ乏しき嚢をさぐりて 其飴を門人ならびに親しき人々に乞んとす。元より多きを求めんやうはなし。たゾ鳥目いそぢ七そぢほどにて、くるしからず。この巻にそへて、愚が方に送り給へか 。
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を供養するを以てす。妾のを許諾す。養い 卒うる能わ 、諾して信ずる能わざれば、将に何を以て世に立たん、と 自殺せんと欲す。父母憧れて敢て嫁せず。其の姑を養うこと二十八年。姑八十余にして天年を以て終う。田宅を売り 以て之を葬る 終に祭杷に奉ず。准陽の大守以て聞き、黄金四十斤 賜 、其の家 復し、号して孝婦と日わしむ。(『日記故事』婦道類「許諾養姑」)
p h υ  q d  







その意味附けは一般的な貞女謂よりここに挙げた説話のそれに近い( 注 八 ) 。
以上のように、評伝に表れたさんの行状は、ほぽ歴代の孝行語にみられ
るモチーフの集合といってよい。孝と貞 は共に、私的上位者に対する当為という性質を有していることから、親和性が非常 高い。当時も「婦ハ孝と貞と軽重なし」(『官刻 義伝』凡例) されるように、女性に対しては、往々にして孝貞の区別は重視されず、その両全 要求された
さんが仕えた相手は夫であり、評伝に「孝」に関する記述 表れない。






























































部侯の家臣宮崎某 娘なり」など あるため 綾部藩(丹波)出身と
n t  η d  
































































































一 る ゆ へ 、
又ともなひて、





































一ばかりのあばらやむすびて、移しおき、教一むりの屋のやうなる庵をつくりて、も一て定たる家産なけれは、食餌衣類のいとな順のみの食物をと与のへて 毎日三度づっ 一の』けひとりがくひものを、日ごとに一み、何をそれとなさんかたもなし、はこびあたで妻子は明を潤すべきたより一おくる。妻とふたりの子と たれ
一 は し ら ん 。
な し 。
うみつむぎ
一されどさんは、少しも怨るけしきなく、布一さるは、糸をくり、布をおりなどして、一しかるに此貞婦紡績などをわざとして、日々一其上養子杯も至--『てうどしなわきまへ-一を織、紡績のわざをとり、人 ために、結一すぐしける。くひものなどは、さらに一の調度をいとなみ、又は琢道好の品をも排し一りて困窮之事に- -ら ん一もの洗ひものなどして、わづかの畑をたて、一人のくふべきものにもあらず、それだ一となん。琢道乱心の事なれは、無理 る事一候得ぱ、漸
H
賃
一所の者もあはれみて、米褒薪炭な 少 一に 日もありとなん。一多 尤っかへがたき事もありて、うみつ一仕事等相稼、夫
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一どふを、この難波津は、人の心頼母しき方一にあるにや。そ 騨路の難を救はんとて先一を争ひ、米をあつめ、銭をあわせ、大路に一立わたり、いづくの誰ともしらぬ人に そ一こぱくの物をなげあたゆるなど、目ざまし一きわざなりや。この貞婦への施しは かの一万分の一にもたらねど たしかに名ざす所一ありて、 人の善を すけ 教化 益一なる事なれば、そ 功は切なる方 もあらんか。それはともあれ、かれは神慮に叶ふを主とするとい 立、こ は天心に叶ふベし。神慮天心、あに二つ らんや。
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